
2014コープ委員会活動発表
交流のつどいに参加しました。
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実施日時 ／ 2015年2月27日(金)

美しい海で育まれるもずくの産地である「久米島の環境を
守る」ことを主目的とした、環境基金を昨年設立しました。
宅配と店舗での久米島商品の売り上げ1点ごとに、3円を製
造元である「㈱海産物のきむらや」で積み立てます。その基
金を活用して、海岸の漂着ゴミなどの除去や海洋汚染の原
因となる赤土の流失を防止するためベチバー（イネ科）を植
え付けるなど、久米島の環境保全活動を行います。

産直委員会レポート

堺市産業振興センターで行われたコープ委員会活動発表

交流のつどいに参加しました。産直委員会のブースでは

「㈱海産物のきむらや」とユニットを組み、産直の「久米島

産もずく」の紹介をしようと商品の展示や商品リスト・料理

レシピの配布、もずくの味噌汁の試食を行いました。

もずくの味噌汁は「おいしい」と好評でした。もずくは、もず

く酢のイメージが強く、「生もずく」を、バスケットプラスで

企画している事を知っている組合員は少なかったです。もず

くを使った料理レシピを手渡して、保存方法も説明しまし

た。「是非、買ってみるわ！」とのお声もいただきました。産直

委員会の活動報告も展示し、産直委員になりませんかと

お声をかけて、チラシも配布しました。3月の産直委員会の

見学に来られるお約束もいただきました。

久米島産もずくラインナップ

味付糸もずく
ゆず風味

味付太もずく
(米黒酢入り)

天然味付もずく
(土佐酢)

生もずく
270ｇ

「久米島美ら海環境基金」
ちゅらうみ

久米島産もずくと市販も
ずくの固形量の差を見て
いただきました。あまりの
量の差に驚きました。

シリーズ

第12回
―　農薬の基本のお話⑥ 農薬の環境影響　―　

①
②

③

組合員との幅広い交流を大切にする産地です。
いずみ市民生協・わかやま市民生協の
品質保証のしくみに対応できる産地です。
自然環境や生き物を大切にする産地です。

いずみ市民生協の「産直産地基準」

①

②
③
④

田んぼのまわりの水路や小河川が
コンクリートの３面張りになった。
稲の生育時期以外は田んぼが干上がっている。
周辺のため池や湿地が減った。
家庭の一般排水により水路が汚された。

1. 農薬の使用はできるだけ控えるべきだと考えます。
　農薬は基準通り使用されていれば、健康に影響するような残
留量ではありませんが、以下の理由で、できるだけ減らした方
がいいと考えます。

（1）環境や生態系への影響の心配
　環境影響の少ない農薬しか許可されなくなってきているとは
言え、何らかの生態系への影響は否定できません。

（2）作業者の事故や健康被害の心配
　農水省発表の「2013年度の農薬
による事故・被害の調査結果」によ
ると、被害者は34人で、半数が高
齢者でした。被害者のうち死亡者
は4人で、農薬を誤って服用したこ
とが原因だと考えられます。

3.いずみ市民生協は、自然環境や生き物を大切に
する産地を応援しています。

（3）害虫や雑草の耐性問題の心配
　農薬を反復して使用するうちに、害虫や雑草がその農薬への
抵抗性を持ってしまい、効力が低下していくということも起こり
えます。
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2.国による環境・生態系と残留性にかかわる試験
　農薬は、登録時、生物や環境への影響を様々な試験で調べ
ます。その試験の結果で、影響の少ないもののみが農薬として
登録されますが、その使用基準や方法は厳密に決められてい
ます。

（1）いろいろな生物への影響を調べています。
　水産動植物（魚、ミジンコ、藻類）やミツバチ、蚕、天敵昆虫も
鳥などへの影響を調べています。一部の生き物に比較的影響
がある農薬には、個別に注意事項が定められています。

（2）自然環境の中での、分解性を調べています。
　農薬は、光・空気(酸素)・水・微生物などで分解されます。
　分解が遅く、環境中に残る可能性のあるものは、現在では農
薬として登録されません。

環境を守るためには、
ルール通り正しく使わなければなりません。

　千葉大学の本山教授や岡山大学の中筋教授らのグ
ループが、このことを検証するために「実態調査」を
行っています。

　結論として、メダカの生育に最も影響をあたえるも
のは、「水路の水位」でした。

　メダカの減少と農薬は直接結びつかないとのことで
すが、農薬が原因で鳥や魚などが死んでしまうという
事件や事故は起きています。農薬はルール通り使わな
ければ、生き物を傷つけたり、
苦しめたりしてしまいます。

「メダカがいなくなったのは
　　　　　農薬のせい？」

誤解

TOPIC

次回は、いずみ市民生協の
「農産物の安全性確保のとりくみ」
について、お話します。

〈出典：松永和紀著　『踊る「食の安全」
　ー農業から見える日本の食卓』〉 ４月３日（金）、沖縄県久米島町役場で「久米島美ら海（ちゅら

うみ）環境基金」贈呈式が開催されました。昨年の締結から
1年で積み立てられた531,021円が贈呈されました。

「
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